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「
ふ
れ
あ
い
の
里
い
ず
み
亭
」朝
市

＆
〝
新
そ
ば
〞
お
披
露
目
会
を
開

催
　

今
年
も
〝
新
そ
ば
〞
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
丹
精
込
め
て

無
農
薬
で
栽
培
し
た
、
安
心
で
お

い
し
い
そ
ば
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

埼
玉
県
特
別
栽
培
農
産
物
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
本
泉
地
区
の
そ
ば

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
泉
地
区
の
新
鮮
な
秋

の
実
り
を
取
り
揃
え
た
、『
第
１
回

朝
市
』
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

会
場　

ふ
れ
あ
い
の
里
い
ず
み
亭

内
容

①
新
そ
ば
を
使
用
し
た
試
作
品
や

　

生
め
ん
の
即
売

②
地
元
農
産
物
（
し
い
た
け
等
）

　

の
直
売

③
地
元
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
加
工

　

品
、
工
芸
品
の
展
示
販
売

※
朝
市
は
、
今
後
も
定
期
的
に
開

催
し
ま
す
。
開
催
日
等
、
詳
細
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
ふ
れ
あ
い
の
里
い
ず
み
亭
☎
78

　

０
２
８
０

〜
製
造
事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ
〜

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

12
月
31
日
㈬
を
基
準
日
と
し
て
、

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に

平
成
20
年
「
工
業
統
計
調
査
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
中
旬
か
ら
平
成
21
年
１
月

に
か
け
て
、
埼
玉
県
知
事
が
発
行

し
た
写
真
付
身
分
証
（
調
査
員

証
）
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
伺
い

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

「
本
庄
市
育
英
資
金
貸
付
制
度
」の

ご
案
内

　

勉
学
へ
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、

経
済
的
な
理
由
で
高
校
、
大
学
な

ど
へ
の
就
学
が
困
難
な
人
を
援
助

す
る
た
め
の
『
育
英
資
金
貸
付
制

度
』
を
ご
存
じ
で
す
か
。
在
学
途

中
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

期
間　

随
時
（
現
在
中
学
３
年
生

　

の
人
は
平
成
21
年
１
月
30
日
㈮

　

ま
で
に
在
籍
校
へ
申
請
書
類
を

　

提
出
）

貸
付
金　

高
校
等
月
額
１
５
、
０

　

０
０
円
以
内
、
大
学
等
月
額
３

　

０
、
０
０
０
円
以
内

利
子　

無
利
子

貸
付
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ
て

　

満
た
す
人

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

　

る
こ
と

②
所
得･

学
力
評
価
が
基
準
以
内

　

で
あ
る
こ
と

③
勉
学
意
欲
旺
盛
で
学
校
長
が
推

　

薦
す
る
人

④
２
人
以
上
の
連
帯
保
証
人
が
い

　

る
こ
と

返
済
方
法　

貸
付
終
了
後
６
か
月

　

後
か
ら
分
割
返
済

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
学
校
教
育
課
☎
㉕
１
１
４
９

「
本
庄
市
入
学
準
備
金
貸
付
制
度
」

の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
な
ど
に
入
学
を
希

望
す
る
人
の
保
護
者
で
、
入
学
資

金
の
準
備
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、

入
学
準
備
金
の
貸
付
申
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

期
間　

12
月
15
日
㈪
〜
平
成
21
年

　

２
月
13
日
㈮

貸
付
金　

高
校
等
２
５
０
、
０
０

　

０
円
以
内
、
大
学
等
５
０
０
、

　

０
０
０
円
以
内

利
子　

無
利
子

貸
付
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ
て

　

満
た
す
人

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

　

る
こ
と

②
所
得
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

④
１
人
以
上
の
連
帯
保
証
人
が
い

　

る
こ
と

返
済
方
法　

貸
付
終
了
後
６
か
月

　

後
か
ら
分
割
返
済

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
学
校
教
育
課
☎
㉕
１
１
４
９

都
市
計
画
に
関
す
る
説
明
公
聴
会

を
開
催

　

都
市
計
画
を
変
更
す
る
に
あ
た

り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
聴
き
す
る
た
め
、
計
画
の
閲

覧
と
説
明
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
都
市
計
画

　

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画

　

整
理
事
業
地
内
の
「
用
途
地
域

　

の
変
更
」、「
防
火
・
準
防
火
地

　

域
の
変
更
」、「
地
区
計
画
の
変

　

更
」

《
計
画
の
閲
覧
に
つ
い
て
》

閲
覧
期
間　

12
月
11
日
㈭
〜
24
日

　

㈬
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　

都
市
計
画
課

《
説
明
公
聴
会
に
つ
い
て
》

日
時　

１
月
16
日
㈮　

午
後
７
時
〜
、

　

17
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

中
央
公
民
館
実
習
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎㉒３６９６

１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪～１月３日㈯・５日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎㉒８１２６

１日㈪・８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪～１月１日㈷・５日㈪

戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程    　
４日㈭～７日㈰

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：12月25日㈭］
・固定資産税　３期　　・国民健康保険税　６期
・介護保険料　６期　　・後期高齢者医療保険料　６期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　12月25日㈭　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　収納課児玉税務係
　　　　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。
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〜
建
築
主
の
み
な
さ
ん
へ
〜

安
全
で
安
心
で
き
る
住
宅
を
作
る

た
め
に

☆
工
事
監
理
者
を
定
め
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
施
工
不
良
な
ど
が
原
因

で
生
じ
る
欠
陥
住
宅
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
が
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
苦
労
し
て
手
に

入
れ
た
、
人
生
の
中
で
最
も
大
き

な
買
い
物
「
住
宅
」
に
重
大
な
欠

陥
が
あ
っ
て
は
大
変
で
す
。

　

そ
こ
で
、
住
宅
の
工
事
全
体
に

つ
い
て
、
建
築
士
の
資
格
を
持
っ

た
専
門
家
が
き
ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク

す
る
「
工
事
監
理
者
」
を
選
任
す

る
こ
と
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
建
築
主
は
必
ず

工
事
監
理
者
を
定
め
て
く
だ
さ
い
。

☆
完
了
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

工
事
が
完
了
し
た
と
き
に
は
、

建
築
主
は
完
了
検
査
の
申
請
を
す

る
こ
と
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
前
に

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
検
査
員
が
建
物
を
検
査

し
、
建
築
基
準
法
に
適
合
し
て
い

れ
ば
「
検
査
済
証
」
を
交
付
し
ま

す
。

★
建
築
開
発
課
☎
㉕
１
１
４
０
、

　

本
庄
県
土
整
備
事
務
所
☎
㉑
３

　

１
４
５

平
成
21　 
・
22   
年
度
「
物
品
等
の
競

争
入
札
参
加
資
格
申
請
」
の
受
付

に
つ
い
て

　

平
成
21
・
22
年
度
に
市
が
発
注

す
る
物
品
等
の
「
競
争
入
札
参
加

資
格
申
請
」
の
受
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
な
お
、
受
付
に
は

本
庄
市
単
独
の
受
付
と
、
児
玉
郡

市
合
同
受
付
が
あ
り
ま
す
。

①
本
庄
市
単
独
の
受
付

受
付
期
間　

２
月
16
日
㈪
〜
20
日

　

㈮　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、

　

午
後
１
時
〜
４
時

受
付
場
所　

財
政
課

対
象　

物
品
・
印
刷
・
業
務
委
託

②
児
玉
郡
市
合
同
受
付

　

１
回
の
手
続
き
で
本
庄
市
、
美

里
町
、
神
川
町
、
上
里
町
お
よ
び

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
に

申
請
で
き
る
合
同
受
付
で
す
。

受
付
期
間　

２
月
３
日
㈫
〜
６
日

　

㈮　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、

　

午
後
１
時
〜
４
時

受
付
場
所　

市
役
所
５
階
５
０
３

　

会
議
室

対
象　

物
品
・
印
刷
・
業
務
委
託

※
①
②
と
も
申
請
の
手
引
き
は
12

月
18
日
㈭
か
ら
財
政
課
、
総
合
支

所
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
財
政
課
☎
㉕
１
１
６
５

平
成
21　 
・
22　 
年
度
児
玉
郡
市
広
域

市
町
村
圏
組
合
「
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
」
の
受
付
に
つ
い
て

　

児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
児
玉
郡
市
合
同
受
付
の
ほ

か
に
組
合
単
独
の
入
札
参
加
資
格

申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
16
日
㈪
〜
20
日  

　

㈮　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分
、

　

午
後
１
時
〜
４
時

受
付
場
所　

児
玉
郡
市
広
域
市
町

　

村
圏
組
合
総
務
課
（
広
域
総
合

　

セ
ン
タ
ー
１
階
）

対
象　

建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・

　

測
量
お
よ
び
物
品
・
印
刷
・
業

　

務
委
託

※
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測

量
に
つ
い
て
は
、
組
合
単
独
の
受

付
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
の
手
引
き
は
12
月
18
日
㈭

か
ら
受
付
場
所
で
配
布
し
ま
す
。

（
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

http://w
w
w
.kodam

akouiki.jp/

★
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

　

総
務
課
☎
72
２
２
４
１

水道・下水道事業の健全経営について

　水道は私たちの生活に欠かせ
ません。本庄市の水道事業は現
在本庄地域と児玉地域で料金
体系が異なり、合併後速やかに
統一することになっていました。
水道は使う方々の使用料金で事
業をまかなうことが原則とされ
ており、会計も市の一般会計と
は別の企業会計となっています。
本庄地域は水源が豊富で、経営状況は良好でしたが、浄水
場や配管の更新が必要で、いずれ料金改定は避けられない
状態でした。また一方児玉地域は水源が乏しく、その経営
状況は厳しく、さらに本庄地域同様に設備投資が求められ
ていました。
　一方下水道ですが、これも都市環境を保つため欠かせま
せん。本庄市ではまだ整備途上の事業で、過去に建設投資
した借金の返済に多額の金額がかかる中、設備の維持管理
の必要性も出ており、さらに児玉地域も含めた流域下水道
供用開始に向け、県と議論を重ねている段階です。こうし
た中、これも水道と同じく使用者負担が原則のところ、昨
年度は一般会計から約９億円も繰り入れている状況です。
　本年、市民の代表の方による水道・下水道それぞれの審
議会が開かれ、水道は平成 21年度からの料金統一に向け、
また下水道は一般会計からの多額な繰り入れを少しでも減
らすことを目的に、料金改定につき議論が重ねられ、この
度両事業とも答申が出されました。
　水道については、統一後の事業が健全経営を保つため、
最低限の内部留保資金を確保し、かつ必要な設備投資を行
い、さらに生活利用者に配慮することなどが論議され、結
果として、口径 13mm の基本料金は県内で最も安い料金を
維持する答申になりました。下水道についても、使用者へ
の影響を配慮しつつ、少しでも健全経営に近づけるよう論
議され、結果として今後３年間の一般会計からの繰り入れ
を４億円近く減らす答申となりました。
　安全安心な都市環境の維持、そして福祉や教育をはじめ
市民サービスの充実のためにも、両事業の健全経営への取
り組みは欠かせません。料金改定は負担増を伴い、大変心
苦しいところではありますが、12 月議会にそれぞれの答申
に基づいた議案を提出し、議員各位そして市民の皆様にご
理解いただけるよう努めて参ります。
　　　　　　　　　　　　　 本庄市長
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